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与えられた円 O において 1 つの
弦をランダムに引くとき、その
































































解 1、1/2 となる証明 






り長くなるのは、図 1－2 の EF の範
囲であり、直径 AB と EF の比を求め
ればよい。 




て求める確率 1/2 となる。 
 
解 2、1/3 となる証明 











図 2－3 より∠APB は正三角形の角で
あるから ∠APB＝60° 
よって∠AOB＝120° 
























































































































1/6 なのに、6 回投げて一度も 1の目が出
ない。これはおかしい。 

































































































































A,さん、B さん、C さんの 3 人がそれぞれ歪み
のない硬貨を持ち、各自それを 10 回投げたと
ころ次のような結果が出た。 
A さん、28 回表、72 回裏  B さん、48 回表、
52 回裏  C さん、79 回表、21 回裏 
(2 年) 3 人が 101 回目を投げるとき、誰が一番
表が出やすいといえるか。また理由も書
いてください。 






① 2 回 ②10 回 ③50 回 ④100 回  
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